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図1発酵温度の推移
②　コンポストから発芽する植物の同定
コンポスト処理終了後,堆積したコンポストより12箇
所サンプリングを行い,プラグポット(300cc)に市販の
育苗培土(いなほ化工)と1 : 1の割合で混和したものを3
反復し25℃｡ 15日間インキュウベ-トを行い発芽した植
物種およびその数を調査した｡ (写真1 ･2)
③　コンポストに含有する種子の採取と人工環境下での発
芽
コンポスト500gをナイロン袋に入れ水道水で洗浄後,
洗浄された残薩をシャーレに移し3反復を25℃, 15日イ
ンキュウベ-ト発芽状態を観察した｡
写真3は無処理の状態で発芽した牧草｡
結果と考察
プラグポットを用いた発芽試験では,発芽したポットは
見られなかった｡また,洗浄した残姪を,実体顕微鏡およ
び肉眼で確認したところ,オオセンナリ･オナモミ･オオ
アワダチソウ･オオアレチノギク･オーチャドグラスなど
の種子が見られたが,褐色に変色しているのが確認され発
芽能力がないと推測された｡
これらのことから,コンポスト処理においてエンドファ
イト感染植物の適正な処理が行われたものと思われる｡
